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(57)【要約】
　基板４、１４、２４と、複数の光源３、１３、２３と
、透光性材料から形成されたハウジング２、１２、２２
とを備える照明デバイス１、１１、２１。基板は、第１
の面４ａ、１４ａ、２４ａ及び第２の面４ｂ、１４ｂ、
２４ｂを有し、複数の光源が、前記基板の第１の面に配
置される。光源は、共通の総合的出力方向を有する。ハ
ウジングは、光を透過するように構成され、基板を取り
囲み、前記ハウジングの第１の部分２ａ、１２ａ、２２
ａと、基板を挟んで第１の部分と実質的に反対側に配置
されたハウジングの第２の部分２ｂ、１２ｂ、２２ｂと
を有する。複数の第１の光学要素６、１６、２６は、基
板の第１の面に面するハウジングの第１の部分に沿って
、複数の光源の出力方向と実質的に向かい合うように配
置され得る。基板は、光の透過を可能にするように適合
される。複数の第１の光学要素は、光源によって放出さ
れた光の一部を透過するように、且つ光源によって放出
された光の一部を、基板を通してハウジングの第２の部
分に向けて反射するように構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の面及び第２の面を有する基板と、
　前記基板の前記第１の面に配置された複数の光源であって、共通の総合的出力方向を有
する複数の光源と、
　前記基板を取り囲む透光性材料から形成されたハウジングであって、前記ハウジングが
光を透過し、前記ハウジングの第１の部分と、前記基板を挟んで前記第１の部分と実質的
に反対側に配置された前記ハウジングの第２の部分とを有する、ハウジングと
を備える照明デバイスにおいて、
　前記基板の前記第１の面に面する前記ハウジングの前記第１の部分に沿って、前記複数
の光源の前記出力方向と実質的に向かい合うように配置された複数の第１の光学要素によ
り特徴づけられ、
　前記基板が、光の透過を可能にし、
　前記複数の第１の光学要素が、前記光源によって放出された前記光の一部を透過し、且
つ前記光源によって放出された前記光の一部を、前記基板を通して前記ハウジングの前記
第２の部分に向けて反射し、
　前記複数の第１の光学要素がそれぞれ、前記光源からの前記光を屈折及び反射する
ことを特徴とする、照明デバイス。
【請求項２】
　前記ハウジングの前記第２の部分に向けて前記第１の光学要素によって反射される前記
光の前記部分が、前記複数の光源によって放出された全光の３０％～７０％の間である、
請求項１に記載の照明デバイス。
【請求項３】
　前記基板が、前記第１の光学要素から反射された光を前記ハウジングの前記第２の部分
に向けて透過する透光性材料を少なくとも一部備える、請求項１又は２に記載の照明デバ
イス。
【請求項４】
　前記基板が、前記第１の光学要素から反射された光を前記ハウジングの前記第２の部分
に向けて少なくとも一部透過するための少なくとも１つの貫通孔を備える、請求項１に記
載の照明デバイス。
【請求項５】
　前記基板の前記第２の面が、前記ハウジングの前記第２の部分に沿って取り付けられる
、請求項１乃至４の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項６】
　複数の第２の光学要素が、前記ハウジングの前記第２の部分に沿って配置され、前記複
数の第２の光学要素が、前記反射光を屈折して、角度発散を大きくする、請求項１乃至５
の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項７】
　前記複数の第１の光学要素が、前記複数の光源によって放出された前記光の一部を、前
記ハウジングの前記第２の部分に向けて各光源に隣接する方向に反射する、請求項１乃至
６の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項８】
　前記複数の第１の光学要素がそれぞれ、ミラーと、前記ミラーの各側にあるレンズとを
備え、前記レンズが、前記第１の光学要素を透過された光に関する屈折によって、角度発
散を大きくする、請求項１乃至７の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項９】
　前記複数の第１の光学要素が、光を一部反射し、一部透過するコーティングを含む、請
求項１乃至８の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１０】
　前記透光性材料が、前記光源によって放出された光の波長を散乱及び／又は変換するた
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めの粒子を含む、請求項１乃至９の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１１】
　前記光源が、前記光源に提供される電圧又は電力を制御する電気回路に電気的に接続さ
れる、請求項１乃至１０の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１２】
　前記照明デバイスが、外部電源から前記複数の光源に電圧を提供する電気コネクタ取付
具を備え、前記電気コネクタ取付具が、前記ハウジングの一端に取り付けられる、請求項
１乃至１１の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１３】
　前記電気コネクタ取付具がレトロフィット取付具である、請求項１２に記載の照明デバ
イス。
【請求項１４】
　前記光源が発光ダイオードである、請求項１乃至１３の何れか一項に記載の照明デバイ
ス。
【請求項１５】
　前記基板が、前記電気コネクタ取付具の回転軸に平行であり、及び／又は前記光源の主
出力方向が、前記電気コネクタ取付具に関する回転軸に垂直である、請求項１２に記載の
照明デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、全般的には、所望の光分布を提供するための照明デバイスに関し、より詳細
には、特に照明器具及びレトロフィット（後付け）取付具のための費用効率の高い照明デ
バイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、市場から白熱電球がなくなりつつあるため、代替照明デバイスの発展及び改良に
対する関心が大幅に高まっている。更に、これにより、代替照明デバイスの製造コストの
削減及び性能の向上に対する要求も高まっている。例えば、発光ダイオードを備える照明
デバイスは、他の従来の照明に比べた幾つかの利点を有し、そのような利点は、例えば、
高いエネルギー効率、高い光出力、及び長い寿命を含む。従ってまた、発光ダイオードが
照明デバイスに組み込まれ始めており、オフィスや他の一般的な場所でよく見られる従来
の蛍光灯及び白熱灯に取って代わっている。
【０００３】
　しかし、一般照明における発光ダイオードの使用は通常、限られた出力分布等、不十分
な照光分布に関係する問題を伴う。一般に、多数の方向に光を伝送する所望の光分布を有
する照明デバイスを提供するためには多数の発光ダイオードが必要である。しかし、発光
ダイオード又は光源の数の増加と共に、高いコストが生じることは避けられず、また、よ
り多数の光源を収容するのに効率的な配置を提供するために利用可能な空間に対する要求
を高め、照明デバイスに関する費用対効率の低下をもたらす。更に、照明デバイスの数の
増加は、より込み入った複雑な構造をもたらし、従って、製造プロセスに対してより高い
要求を課す。
【０００４】
　ランプ基部から突き出る基板を有する照明デバイスに関する全般的な問題は、所望の光
分布を提供するために基板上に複数の光源が配置される必要があることである。更に、多
かれ少なかれ全方位性の照明を提供するために、基板の両面が複数の光源を有するように
構成される必要があり、高い製造コスト及び非効率的な製造をもたらす。
【０００５】
　そこで、単純であり費用効率の高い製造プロセスによって、改良された照明分布を有す
る照明デバイスを提供することが有利である。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、上述した問題の少なくとも一部を克服するために、改良された光分布
を有する照明デバイスであって、単純であり費用効率の高い照明デバイスを実現するため
に少数の構成要素しか有さない照明デバイスを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この目的及び他の目的は、基板と、複数の光源と、ハウジングとを備える照明デバイス
によって実現される。基板は、第１の面及び第２の面を有し、複数の光源が、基板の第１
の面に配置される。光源は、共通の総合的出力方向を有する。基板を取り囲む透光性材料
から形成されたハウジングが、光を透過するように構成される。ハウジングは、ハウジン
グの第１の部分と、基板を挟んで第１の部分と実質的に反対側に配置されたハウジングの
第２の部分とを有する。
【０００８】
　複数の第１の光学要素は、基板の第１の面に面するハウジングの第１の部分に沿って、
複数の光源の出力方向と実質的に向かい合うように配置される。基板は、光の透過を可能
にするように適合される。複数の第１の光学要素は、光源によって放出された光の一部を
透過するように、且つ光源によって放出された光の一部を、基板を通してハウジングの第
２の部分に向けて反射するように構成される。好ましくは、照明デバイスは、ハウジング
の第１の部分を透過されなかった光を反射して、基板を通してハウジングの第２の部分に
向けるように構成され、光は第２の部分で照明デバイスから出る。
【０００９】
　本発明者らは、光の透過を可能にするように適合された基板を提供し、且つ要素での反
射と透過の効果を組み合わせることによって、費用効率の高い照明デバイスが、より少数
の製造ステップでより効率的に製造され得ることを認識している。その結果、光源が基板
の片面にのみ配置される照明デバイスが提供され得る。光源から放出される光は、共通の
総合的出力方向を有して、第１の半球の少なくとも一部をカバーし得る。共通の総合的出
力方向を有する光の一部の指向性を変えることによって、照明デバイスに関する光出力分
布が広げられ得る。光出力分布は、光を反射することによって広げられ得て、基板を挟ん
で反対方向での第２の半球の少なくとも一部をカバーして、より全方位性の光分布を提供
する。従って、この照明デバイスは、基板の片面にした光源が配置されていないが、基板
に対して両方向を照光し得る。
【００１０】
　好ましくは、ハウジングの第２の部分に向けて第１の光学要素によって反射される光の
部分は、複数の光源によって放出された全光の３０％～７０％の間である。従って、光の
かなりの部分が反射され、ハウジングの第２の部分を通って照明デバイスから出て、それ
により、より全方位性の光分布を実現するためのより均整の取れた光出力を可能にする。
更に均一な光分布は、実質的に同じ割合の光がハウジングの第１の部分とハウジングの第
２の部分とを通って出るようにすることによって実現され得る。これは、複数の光源によ
って発生される光の約５０％が複数の第１の光学要素によって反射されるときに当てはま
る。
【００１１】
　本発明の一実施形態によれば、基板は、第１の光学要素から反射された光をハウジング
の第２の部分に向けて透過するように構成された透光性材料を少なくとも一部備え得る。
透光性基板は、反射光がハウジングの第２の部分に達するようにし得る。透光性材料は、
例えば透明又は半透明でよい。
【００１２】
　本発明の一実施形態によれば、基板は、第１の光学要素から反射された光をハウジング
の第２の部分に向けて少なくとも一部透過するための少なくとも１つの貫通孔を備え得る
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。基板は、反射光がハウジングの第２の部分に達するようにするために貫通孔を有するよ
うに構成され得る。
【００１３】
　本発明の一実施形態によれば、基板の第２の面が、ハウジングの第２の部分に沿って取
り付けられ得る。基板をハウジングに取り付けることによって、よりコンパクトであり、
空間効率の良い照明デバイスが提供され得る。
【００１４】
　本発明の一実施形態によれば、複数の第１の光学要素は、第１の光学要素を透過された
光を屈折して、角度発散を大きくするように構成され得る。第１の光学要素から出る光を
屈折することによって、光の更なる操作が可能にされ得て、それにより、第１の光出力分
布に関して所望の光出力分布が提供される。第１の光出力分布は、第１の光学要素及びハ
ウジングの第１の部分を透過される光に対応する。屈折により、第１の光分布の形状及び
形態が、所定の要件に基づいて適合され得る。
【００１５】
　本発明の一実施形態によれば、複数の第２の光学要素は、ハウジングの第２の部分に沿
って配置され得て、前記複数の第２の光学要素は、反射光を屈折して、角度発散を大きく
するように構成され得る。複数の第２の光学要素を提供することによって、第１の光出力
分布の反対方向での第２の光出力分布に関して、角度発散が大きくされ得る。第２の光出
力分布は、ハウジングの第２の部分を透過される光に対応する。従って、第１の光学要素
と第２の光学要素との両方について屈折効果を提供することによって、光出力分布の均一
性及び形状が改良され得る。
【００１６】
　本発明の一実施形態によれば、複数の第１の光学要素は、複数の光源によって放出され
た光の一部を、ハウジングの第２の部分に向けて各光源に隣接する方向に反射するように
構成され得る。第１の光学要素の反射部分は、好ましくは突出形状を有することがあり、
それにより、入射光は、光が光源に戻るように反射されることによる光の損失を避けるた
めに、光源に隣接する角度で反射される。突出形状は、光源の方向に突出し得る。反射性
の突出部分の形状は、例えば、三角形、半球、楕円形、Ｕ字形等でよい。各光源の脇に向
かう反射を可能にする他の形状も想定可能である。
【００１７】
　本発明の一実施形態によれば、複数の第１の光学要素がそれぞれ、ミラーと、前記ミラ
ーの各側にあるレンズとを備えていてよく、レンズは、第１の光学要素を透過された光を
発散するように構成され得る。第１の光学要素及び照明デバイスを作製するために光学構
成要素が利用され得る。
【００１８】
　本発明の一実施形態によれば、複数の第１の光学要素は、光を一部反射し、一部透過す
るように構成されたコーティングを含み得る。コーティングは、単純な製造ステップを提
供し得る。更に、コーティングを提供することによって、第１の光学要素の中心からの角
度の増加と共に透過率が徐々に増加し得る。放出光の強度は、放出中心の近傍で最大であ
り得て、この放出中心から角度の増加と共に減少し得る。従って、各第１の光学要素の領
域内で反射率が最高であると有利であり得る。このとき、光の強度は、各第１の光学要素
の中心で最高であり、この点の周りで角度の増加と共に減少する。反射率を徐々に定義す
ることによって、より均一で滑らかな光出力分布が知覚され得る。
【００１９】
　本発明の一実施形態によれば、透光性材料が、光源によって放出された光の波長を散乱
及び／又は変換するための粒子を含み得る。
【００２０】
　本発明の一実施形態によれば、照明デバイスは、外部電源から前記複数の光源に電圧又
は電力を提供するように構成された電気コネクタ取付具を備えていてよく、電気コネクタ
取付具は、前記ハウジングの一端に取り付けられ得る。電気コネクタ取付具は、レトロフ
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ィット取付具でよく、例えば、良く知られているＥ１４、Ｅ２６、Ｅ２７ねじ取付具、又
はバヨネットタイプの取付具等でよい。
【００２１】
　本発明の一実施形態によれば、光源は、光源に提供される電圧を制御するように構成さ
れた電気回路に電気的に接続され得る。電気回路は、好ましくは、光源をドライブするた
めのドライバユニット又はドライバ回路等、ドライバ構成要素でよい。電気回路は、光源
から放出される光の少なくとも１つのパラメータを修正するように適合され得る。電気回
路は、例えば光源に提供される電圧を制御することによって、光の強度を修正し得る。更
に、電気回路は、光を放出する光源の数、及び各光源から放出される光の強度を制御し得
る。幾つかの実施形態では、ドライバは、電気コネクタ取付具に電気的に接続され得る。
【００２２】
　本発明の更なる特徴、及び本発明に伴う利点は、添付の特許請求の範囲及び以下の説明
を検討すれば明らかになろう。本発明の範囲から逸脱することなく、本発明の様々な特徴
が、以下に述べられるもの以外の実施形態を形成するように組み合わされてもよいことを
当業者は理解されよう。
【００２３】
　本発明の特定の特徴及び利点を含めた本発明の態様は、以下の詳細な説明及び添付図面
から容易に理解されよう。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の例示的実施形態による照明デバイスの側断面図である。
【図２】例示的実施形態による照明デバイスの側断面図である。
【図３】本発明の例示的実施形態による照明デバイスの切欠き側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　次に、添付図面を参照しながら、本発明を以下により完全に述べる。添付図面には、本
発明の好ましい実施形態が示されている。しかし、本発明は、多くの異なる形態で具現化
され得て、本明細書に記載される実施形態に限定されるものと解釈されるべきでない。こ
れらの実施形態は、完全性及び完璧性のために提供され、本発明の範囲を当業者に完全に
示す。図面を通じて、同様の参照符号は同様の要素を表す。
【００２６】
　次に図面、特に図１を参照すると、照明デバイス１の側断面図が示されており、照明デ
バイス１は、基板４上に配置された複数の光源３を取り囲むハウジング２を備え、ハウジ
ング２の端部は、電気コネクタ取付具５、この場合には標準のねじ式取付具に取り付けら
れている。照明デバイス１は、図１ではレトロフィット取付具用に構成されており、即ち
、電球等、当初は従来の照明デバイス用に設計されていた照明器具に取り付けるために構
成されている。しかし、バヨネット取付具、クランプ取付具、プラグ取付具、又は照明器
具に関して想定可能な任意の取付具等、他の電気コネクタ取付具も想定可能である。
【００２７】
　図１に示されるように、複数の光源３、ここでは３つの発光ダイオードが、ＰＣＢ等の
基板４上で第１の表面４ａに取り付けられ、それにより、各光源３が同じ方向を向き、共
通の総合的出力方向を有する。基板４は、固定手段の軸、この実施形態では電気コネクタ
取付具５を軸とする回転軸に実質的に平行である。
【００２８】
　光源３は、ハウジング２の第１の部分２ａに面しており、この第１の部分２ａは、各光
源３と向かい合うように配置された第１の光学要素６を有する。ハウジング２の第１の部
分２ａに配置された第１の光学要素６はそれぞれ、光源３からの光を反射及び透過するよ
うに構成された反射器と透過器の組合せである。ハウジング２は、ハウジング２から出る
光を散乱及び拡散するように構成された透光性材料を含み得る。ハウジング２は第２の部
分２ｂを有し、この第２の部分２ｂは、基板４を挟んで第１の部分２ａと概して反対側に
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ある。第２の部分２ｂに沿って電気コネクタ取付具５から上部へ、複数の第２の光学要素
７が構成される。図１での第１の光学要素６は突出部分を有し、突出部分は、各光源３の
片側又は両側に光を反射して、光源３の片側に配置された第２の光学要素７に向けるよう
に構成される。第２の光学要素７は、好ましくは、貫通孔４ｃと同じ高さ、即ち光源３の
間に配置される。
【００２９】
　傾斜された反射を提供するために、第１の光学要素６の反射部分は、三角形状や半球形
状等の突出形状を有していてよいが、各光源３の脇に光を反射するように角度を与える他
の形状も想定可能であり得る。複数の第１の光学要素６は、反射コーティングを備えるこ
とがある。反射コーティングは、光の一部が反射され、残りは第１の光学要素６を透過さ
れるように構成され得る。反射性は段階的なものでよく、それにより、所望の光分布を提
供するように、ある部分が別の部分よりも高い反射性を有する。図１を参照すると、第１
の光学要素６の突出部分によって反射された光は、各光源３の脇に向けられ、貫通孔又は
透過領域４ｃを通って基板４を通過し、ハウジング２の第１の部分２ａと実質的に反対側
に配置されたハウジング２の第２の部分２ｂ、特に第２の光学要素７に向かう。図１に示
されるように、第２の光学要素７は、反射光の出射光の角度発散を大きくするように構成
されたレンズである。図１による照明デバイス１を提供することによって、より全方位性
の光出力分布が実現され得る。
【００３０】
　図１には模式的な光線が図示されており、照明デバイス１を通る光路を示し、第１の光
学要素６、貫通孔４ｃ、及び第２の光学要素７の機能を表す。基板４の第１の面４ａに取
り付けられた光源３は、第１の光学要素６に向けて同じ方向に光を放出し、ここで、光源
３の主出力方向は、基板４の平面に対して概して垂直である。光源３の主出力方向は、固
定手段、即ち電気コネクタ取付具５に関する回転軸に概して垂直である。第１の光学要素
６に達した光は、要素を透過されて屈折される、又は反射される。光が屈折されずに第１
の光学要素６を透過された場合、光は、光源３によって放出されたときの光の光出力方向
に引き続き進み、これは破線で示されている。しかし、この実施形態での第１の光学要素
６は凹レンズ等のレンズ及びミラーを備えるので、要素６から出た光は屈折され、照明デ
バイス１を出るときに別の出力方向に光を提供する。２つの光源３に関して、２つの光源
それぞれにつき２つの模式的な光線が描かれており、一方の光線は、ミラー等、第１の光
学要素６の反射部分の中央での入射光線を表し、他方の光線は、第１の光学要素６の反射
部分の周縁での入射光を表す。これらの光線はそれぞれ、第２の光学要素７に向けて貫通
孔４ｃを透過されて屈折され、反射光に関する光出力分布を広げる。反射光から周囲環境
に延びる破線の光は、光が第２の光学要素７によって屈折されなかった場合の光線を表す
。
【００３１】
　次に、照明デバイス１１の側断面図を示す図２を参照する。この照明デバイス１１は、
図１で説明されたのと同様であるが、この場合には、ハウジング１２の第２の部分１２ｂ
から出る光からの角度発散を大きくするために第２の光学要素を有さず、基板１４は、本
発明の一実施形態による透過性材料１４ｃを含む。第１の光学要素１６を有するハウジン
グ１２の第１の部分１２ａは、図１で説明されたのと同様に構成されるが、光源１３は、
透光性ＰＣＢ等の透光性基板１４上に取り付けられている。
【００３２】
　基板１４は、概して、可視光波長を透過するように構成される。従って、第１の光学要
素１６から反射された光は、ハウジング１２の第２の部分１２ｂに向けて透過性材料を透
過され得る。第１の光学要素１６を有するハウジング１２の第１の部分１２ａの反対側に
沿って配置されたハウジング１２の第２の部分１２ｂは、散乱粒子、例えば高散乱性の非
吸収粒子、例えばＴｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、又はＳｉＯ２を含み得る。ハウジング１２内の
散乱粒子は、出射光を拡散して、より柔らかく、より一様に分散された光出力分布を提供
し得る。散乱粒子は、シート内に組み込まれてよく、又は幾つかの層内に追加されて拡散
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性を実現してもよい。
【００３３】
　更に、ハウジング１２、特に、第１の光学要素１６及びハウジング１２の第１の部分１
２ａは、散乱粒子、例えばＴｉＯ２、Ａｌ２Ｏ３、又はＳｉＯ２を含み得る。透過率は、
入射光の量に対する、材料を透過される光の量によって決定される。散乱粒子の量は、透
過される光の量、及び反射されて戻る光の量を決定し得る。散乱体の量の増加が、透過率
を減少し得る。従って、幾つかの実施形態に関して、第１の光学要素１６はハウジング１
２内に組み込まれ得る。散乱粒子の厚さは、反射率及び透過率を決定し得る。拡散部分は
、シート内に組み込まれてよく、又は幾つかの層内に追加されて拡散性を実現してもよい
。従って、散乱粒子の厚さ又は濃度の変化が、各第１の光学要素１６にわたってされた反
射率の大きさの変化を提供し得る。
【００３４】
　図３を参照すると、本発明の一実施形態に従って、照明デバイス２１の切欠側断面図が
示されている。照明デバイス２１の切欠側断面図は、電気コネクタ取付具２５を有するコ
ンパクトな照明デバイスの一部分を示す。照明デバイス２１は、基板２４を提供すること
によってコンパクトな照明デバイスを提供し、基板２４は、第１の面２４ａに複数の光源
２３が取り付けられており、反対側、即ち基板の第２の面２４ｂは、照明デバイスの基部
２５からハウジング２２の周縁部へ、ハウジング２２の第２の部分２２ｂの内側に沿って
取り付けられる。更に、ハウジング２２の第１の部分２２ａの幾つかの部分が第１の基板
の面２４ａに取り付けられてよく、更にコンパクトな照明デバイス２１を提供する。
【００３５】
　基板２４は、貫通孔２４ｃを有するように構成され、それにより、反射光は、第１の光
学要素２６から、ハウジング２２の第２の部分２２ｂに向けて、特に第２の光学要素２７
に向けて透過され得る。基板２４に関連付けてハウジング２２を配置することによって、
コンパクトな照明デバイス２１が提供され得る。第１の光学要素２６は、図３に示される
実施形態では、反射器とレンズの組合せである。
【００３６】
　図３を参照すると、模式的な光線によって示されるように、第１の光学要素２６の中央
部は、光を反射するように構成され、第１の光学要素２６の周縁部は、角度発散を大きく
するために光を屈折するように構成されたレンズを備える。ハウジング２２の第１の部分
２２ａから出る光は、レンズによって屈折されて、出力光分布を広げる。屈折光路を表す
模式的な光も図３に示されている。光源２３から放出された光は、第１の光学要素２６に
達し、基板２４の貫通孔２４ｃに向けて反射される。反射光は、貫通孔２４ｃを通って基
板２４を通過し、ハウジング２２の第２の部分２２ｂに向けて進み、第２の光学要素２７
を透過されて屈折され、それにより、ハウジング２２の第２の部分２２ｂから出る光に関
する出力光分布が広げられる。
【００３７】
　幾つかの実施形態に関して、図３におけるように、第１の光学要素２６及び第２の光学
要素２７は、それぞれハウジング２２の第１の部分２２ａ及びハウジング２２の第２の部
分２２ｂに組み込まれ得る。
【００３８】
　ハウジング２、１２、２２、第１の光学要素６、１６、２６、及び／又は第２の光学要
素７、２７は、ポリマー材料、例えばポリメチルメタクリレート、ＰＭＭＡ、又はＰＣ（
ポリカーボネート）を含み得る。代替として、ハウジング２、１２、２２は、ガラスから
形成されてもよい。光源３、１３、２３は、所定の方向に従って第１の光学要素６、１６
、２６に向けて光を更に案内するために、一体化された光学要素、例えばレンズを含んで
いてもよい。幾つかの実施形態では、第１の光学要素６、１６、２６はハウジング２、１
２、２２の第１の部分２ａ、１２ａ、２２ａに組み込まれてよく、従って、第１の光学要
素６、１６、２６はレンズ形状及び反射部分を備えていてよく、この実施形態では、反射
部分が第１の光学要素６、１６、２６の中央に配置され、一方、レンズは周縁部に提供さ
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態では、光の一部を反射するように構成された屈折コーティングを有する屈折レンズを備
え得る。しかし、第１の光学要素６、１６、２６はまた、ハウジング２、１２、２２の第
１の部分２ａ、１２ａ、２２ａと光源３、１３、２３との間、即ちハウジング２、１２、
２２の内部に配置されてもよい。
【００３９】
　照明デバイス１、１１、２１は、レトロフィットの蛍光又は固体照明又は照明器具に関
して特に有利であり得る。
【００４０】
　用語「ハウジング２、１２、２２の第１の部分２ａ、１２ａ、２２ａ」は、一般に、取
付具から突き出るハウジング２、１２、２２に沿って、突き出るハウジング２、１２、２
２の端部に向かう側部として解釈されてよく、せいぜい、光源３、１３、２３の光出力方
向で光源３、１３、２３の前に配置されたハウジングの一部分をカバーする。用語「ハウ
ジング２、１２、２２の第２の部分２ｂ、１２ｂ、２２ｂ」は、一般に、基部から突き出
るハウジング２、１２、２２に沿って、突き出るハウジングの端部に向かう、ハウジング
の第１の部分２ａ、１２ａ、２２ａとは反対側の側部と解釈されてよい。ハウジングの第
２の部分２ｂ、１２ｂ、２２ｂは、せいぜい、光源３、１３、２３の後ろ、従って光源３
、１３、２３の光出力方向とは逆方向に配置されたハウジングの一部分をカバーする。
【００４１】
　光源をドライブするためのドライバユニット又はドライバ回路（図示せず）が、基板４
、１４、２４上に配置され得る。ドライバユニット及び／又はドライバ回路は、光の強度
等、光源から放出される光の少なくとも１つのパラメータを修正するように適合され得る
。ドライバ回路は、光源への電流及び電圧を制御する。ドライバ回路及び／又はドライバ
ユニットは、更に、電気コネクタ取付具に電気的に接続される。ドライバ電子回路は、基
板上に配置されてもよい。
【００４２】
　本発明を、その特定の実施形態を参照して述べてきたが、多くの異なる変形や修正等が
当業者には明らかになろう。例えば、幾つかの実施形態では、第１の光学要素６、１６、
２６の反射部分が要素６、１６、２６の周縁部に配置され得て、一方、透過部分が第１の
光学要素６、１６、２６の中央に配置される。システムの一部が省かれてよく、交換され
てよく、又は様々な形で構成されてよく、それでもシステムが本発明の方法を実施するこ
とが可能であり得る。照明デバイスは、図１～図３に示されるようなレトロフィット取付
具を有する必要はなく、照明デバイスは、任意のタイプの照明器具に組み込まれてもよく
、そのような照明器具は、例えば、シャンデリア照明器具、屋外都市景観照明器具、廊下
の照明、及び全方位性の光分布から利益を得る他の平型の照明器具である。
【００４３】
　更に、図面、本開示、及び添付の特許請求の範囲を検討すれば、開示される実施形態に
対する変形形態が、当業者には理解され得、本願で特許請求される発明を実践する際に実
施され得る。特許請求の範囲において、用語「備える」は、他の要素又はステップを除外
せず、「１つの」は、複数を除外しない。単一のプロセッサ又は他のユニットが、特許請
求の範囲に記載される幾つかの要素の機能を実現することができる。特定の手段が相互に
異なる従属請求項に記載されていることだけでは、これらの手段の組合せが有利に使用さ
れ得ないことを示さない。
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